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三、結核菌増殖 二及 ボス培養基水素「イオ ン」

濃度ノ影響 二就 テ
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第三章 結核菌堆殖二及ボス家兎血漿血水素ワ 牙

ソ」濃度ノ影響二就テ

第一節 實験準備蚊二操作

第二節 實験成績

第四章 総括考案並二結論

(本論交 ノ要旨ハ昭和9年 日本結核病學會総會 二登表セリ)

第一章 緒 言

一般 二細菌 ノ培養 二當 リテ ソノ培養 ノ「メヂウ

ム」、即 チ培養基 ノ水素 「イオ ン」濃度 ガ菌 ノ檜殖

二重大 ナル關係 テ有 シ、所 謂 「増殖 ノ好適PHJ

(WachstumsoptimumPH)ノ 存 スル事 ハ 今 日

衆人 ノコ レラ認容 スル所 ナ リ。

夙 二 《1》Sander,(2)Ficker,(3)Siebert等 ハ結核菌

ノ増殖 二封 シテ培養基 ノ反慮 ノ關係深 キテ知

リ、強度 ノ盤基性ハ曾殖 テ阻止 スルモ ノナ リ ト

述ベ タ リ。14)Dorsetハ 食 盤 ノ代 リニ酸性燐酸

加里 テ「グ リセリン」加 肉汁 二添加 スベキテ提唱

セ リ。(5)Besanconu.Boudinノ 、結核 菌 ノ無蛋

白培養 二於 テ弱酸 性ガ有利 ナ リ ト述 ベ タリ。

{6}Keiltyモ 亦結核菌 ノ培養 二弱酸性 ナルテ推賞

セ リ。 ωFrouinハ 培 養途上 二於 テ臨基度 ノ増

加 スル時 へ 菌 ノ壇殖 二障碍 ア リ ト報告 シ、

〔8}Lockemannハ 更 二可成強度ノ 酸性 ガ結核菌

ノ増殖 二好都合 ナ リ ト言 ヘ リ。(9)Longハ 培 養基

ノ水素「イオ ン膿 度 ラ測 定 シPHニ テ6,4乃 至

6・8ノ間 ラ以 テ結核菌 ノ檜殖 好適 圏ナ リ トセ リ。

a。)Dernbyu .Ntislundハ 輩 二結核菌檜殖 ノ好

適水素 「イオン膿 度拉 ニ ソノ限界 ヲ決 定 セル ノ

ミナ ラズ、既 二(1i)O.Bang.働Th.Smith.

㈹Wanke1 .qaFrothingham,(15)R.Longu.A.

L.Major等 ノ行 ヒシ所 ラ追試 シ、 種 々ナル結

核菌株 二就 キ ソノ培養途 上 二於 ケル水素 「イオ

ン」濃1度ノ攣化 ラ観察 セ リo更 二(10jSchadeu.

ClaussenハDernbyu。N乞slundノ 實験 二微

ヒテ「グ リセ リン」馬鈴薯培養基 ソノ他 テ用 ヒテ

結核菌 ノ培養 ヲナ シ、 ソノ好適水素 「イオ ンJ濃

度 ハPHニ テ6.2乃 至6・9ノ 間二存 スル旨 ヲ報

告 セ リ。

一方我國 二於 テモ夙 二αり岡田ハ諸種細菌 二就 キ

ソノ檜殖好適 ノ水素「イオ ンJ濃 度 ヲ求 メタ リ。

既 ニコレ以前 二於 テ ㈹Michaelisu。Marcora,

㈹Clark或 ハ 伽)Coleu .Onslow等 ノ業績 ラ

散 見 ス レ共 、 コレ等 ハ何 レモ圭 トシテ大腸菌族

二就 キテ ソノ檜殖 ト水素 臼 オ ン膿 度 ラ検討 セ

ルモ ノナ リ。更 二(鋤井上 ハ結核菌及 ビ類似抗酸

性菌 ノ登育 ト水素 「イオ ンj濃 度 トノ關係 テ研究

シ、登育 ノ限界 ハPHニ テ5.0ヨ リ9.8ノ 間 二

存 シ、至適域 ハ6.4乃 至6.8ノ 間 二存 スル旨ラ

報告 セ リ。閻石森 モ亦抗酸性菌 ノ檜殖 二及 ボス

培養基水素 「イオン」濃度 二關 シ載記 スル所 ア

リ◎

余 ハ既 二第一篇 二於 テ多激 ノ全血液 内二於 クル

結核菌 ノ培 養即 チSlidecellcultureラ 行 ヒタ

ルモ、 コ レ畢寛血液 テ培養 ノ「メヂ ウムJト セル

モ ノナ レバ、血液 ノ種 々 ナル水素 「イオ ンJ濃度

ガ結核菌 ノ増殖 二封 シ如何 ナル關係 ラ有 スルカ

バ弦 二改 メテ解決 シ置 クラ要 スベ シ。
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ルベ シ。結核菌 ノ増殖阻止作用 テ有 スル血漿 ニ

ァリテモ、 ソノ反應 ラ弱 酸性 ニ スル時 ハ輕度 ナ

ガ ラモ結核菌 ノ増殖 スル場合 アレバ コノ貼 注意

テ要 ス。

結 論

(1)「 グ リセ リン」加 「ブイヨン」ノ水素 「イオンJ

濃 度テ盤酸 又ハ炭酸 「ソー ダ」ノ添 加 二依 テ種 々

憂動 セシメ、 人型結核 菌(上 池株)ノ 檜殖度 ラ検

スルニP践6・2乃 至6.8ノ 範 園 二於 テ檜殖 ハ旺

盛 ナリ。

(2)家 兎血奨 二就 キテ種 々 ソノ水素 ドイオ ン」濃

度 ヲ憂動 セ シメテ壇殖度 テ検 スルニ、コレ亦PH

6、2乃 至6・8ノ 範園 二於 テ増殖 ハ旺盛 ナ リ。

(3)結 核 菌増殖阻止作 用 テ有 スル結核感染家兎

血漿 二就 キテ結核菌 ノ増殖 度 ヲ窺 フニ、血漿 ノ

水素 隔 オン」濃度 ヲ菌増殖 二好適 ナ ラシムルモ

結核菌 ノ増殖 ハ概 ネ不良 ナ リ.(以 上)
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而 シテ前項列暴 セル文獣 テ省 ルニ結核 菌 ノ檜殖

好適水素 「イオ ンJ濃 度ハ、何 レモ「グ リセリ ンJ

加 「ブイ ヨンJ或 ハ「グ リセ リン」馬鈴 薯培養基等

ノPHテ 種 々攣化 セ シ メテ決 定 セルモ ノニシ

テ、血液 テ使用 セルモ ノアリシテ知 ラズ。

余 ハ初 メ「グ リセ リンJ加 「ブイ ヨン」二依 リテ結

核菌 ノ檜殖好適水素 「イオ ン」濃 度 ヲ検 定 シ、次

デ家兎 ノ血漿 ノ水素「イオンJ濃度 テ種々攣化セ

シメテ結核菌 ラ培養 シ、 ソノ檜殖二如何 ナル影

響 アルヤテ窺知 シ、以テ血液反癒 ノ増殖二封ス

ル關係 テ推察スル事 トセリ。

而 シテ本實験成績 ノ大要ハ既ハ第12同 日本結

核病學會線會二於 テ登表 セシ所ナリ。

第 二章 結核 菌壇殖 呂及 ボ ス 「グ リセ リ7J加 「ブ4ヨ ン」水

素 「4オ ンJ濃 度 ノ影 響 二就 テ

弦 二實験 二供 スベキ9グ リセ リンJ加 「ブイヨ ン」

ハ何等李素慣用 ノモ ノ ト異 ラズ。即 チ 「プ ィヨ

ン」肉水 二1%ノ 比 二照内 「ペ プ トンjテ 、0・5%

ノ比 二食盤 テ、3%ノ 比 二「グ リセ リンJテ 加 ヘ

シモ ノナ リ。 コ レニ盤酸拉 二炭酸 「ソー グ」ラ適

宜 添加 シ、 ソノ水素 「イオ ン」濃度 テ種 々二攣化

セ シメ、當敏 室保有 ノ人型結核菌上池株 ノ菌苔

ラ浮游 セ シメテ ソノ}曾殖 度 テ観察 セ リ。

rブ イヨ ン」ノ水素 「イオ ン」濃 度 ハLautenschl。

5ger'sIonometerノ ー部 テ改造 セル瓦斯連鎖

法 二依 リテ測定 セリ。

第 一 節 實 瞼 準 備 拉 二操 作

實験 二著手 スルニ先 キ立 チ、 口径大約2・0糎 ノ

試験管撒10本 テ揮 ビ、コレテ「ク・一 ム」硫酸 中

二撒 日間浸 シタル後、更 ニー蓋夜流水中 二於 テ

澱 條ス。 コ レ實験著手後 二於 テ「ブイヨ ンjノ水

素 「イオ ン」濃度 二影響 テ齎 ラスペ キ硝子側 ノ因

子 テ可 及的廻避 セ シメ ンガ爲 ニ シテ、次 デ清洗

テ終 リタル上ハ乾燥滅菌 ス.

次 二滅 菌 セル前 記「グ リセ リンJ加 「ブイ ヨン」テ

各試験 管 二20.0琵 宛精 密 二分注 シ、豫 メ調製 シ

置 キ タル無菌 ノ1%盛 酸或 ハ1%炭 酸 「ソー ダj

(第1表)

水 溶液 テ適宜階段 的 二滴下混合 シ、以 テ「プィヨ

ン」ノ水素 「イオ ン」濃度 テ種 々二攣動 セ シムル

事 トセ リ。即 チ監酸或 ハ炭酸 「ソー ダ」ヲ滴下混

合 セル上 ハ、 ソノ各試験 管 ヨリ1・0耗 宛 テ探出

シ瓦斯連鎖 法 二依 リテ ソノ水素 「イオンj濃 度 テ

測 定 ス。斯 クシテ ソノ水素 「イオ ン」濃度 テ知 リ

タル試鹸 管内残存 ノ「ブ イヨンJハ 、直 チニ培養

二供 スベ キモ ノナ レバ コノ間 ノ諸操作ハ充分無

菌 的 ナルラ要 スベ シ。`

以 上 ノ方 法 二依 リ水 素「4オ ン」濃度 ノ階段的 二

攣 化 セル「ブイヨ ンJ試験管列 テ得 タル上ハ、 コ

レニ結核 菌 テ移植 ス。 コハ豫 メ「グ リセリン」加

「ブイヨ ン」ノ表面 二移植増殖 セシメタル大約2

乃 至3週 間培 養 ノ菌苔 テ用 フ。 コノ菌苔 ラー白

金耳宛(肉 眼的 二略 同量 タル テ要 ス〉前記試験管

列 二準次移植 シ、37度 ソ艀卵器 内二格納 シテ爾

後逐旧 檜殖度 ラ検 ス。

第 二 節 實 瞼 成 績

先 ヅ艀卵器 内二格 納 ノ當初、 各試験管 二移植 セ

ル菌苔 ノ外観 テ描 窮記載 シ置 クヲ要 ス。爾後撒

日ノ間隔 テ置 キテ ソノ増 殖度 テ観察 シ左記 ノ實

験成績 テ得 タ リ。

「グ リセ リ ソ」加 「プ ィ ヨ ソ」培 養 基 ノPHト 結 核 菌 塘 殖 トノ關 係(第1實 験)

(各 試 験 管 ニ ハ20.Oaqノ 「グ リセ リ ソj加 「フ契 ヨ ソ」ヲ分 注 ス) 一

添
加

1%盤 酸

1%炭 酸 ソーダ」

2。2αo 2.0 1.8 1.61.2 0.8

0。1000.20。41.0 1.4

}

2.。}3』 4.0

PH 5.44 5.59

二

二

5.86

二

6.01

二

±

6.25 6.45

二

6.67 7.09 7.14

二

二

720
二

二

7.51

7

7

7,597.67
--

6■幽■● 學騨幽■●

一 一

■■■■■■彫 一

7.93 8.96

培 養 當 初 一 一 二
赫

一

一
一
一
一

劃4日 後 一
一
一 十

一
十 ±

一
一
一
一
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一
±

}
十二
十

=
一

菌堆

殖
度

7日 後 一 一 一
一
±

一
十㎝
什

一
赫 十十一
帯一
帯

十

一
一
一
一 一

一

5-
一
望　
一10日 後 一 一 ± 十

一
柵 甘 十 ± 一 一

20日 後 一 一 十 +隔 ・ 柵 耗 什 十 十 一 一
一1-
・一}一

(第2表)

註 實 験 日3/Vll1933PH測 定 時温 度30℃

使 用 結 核 菌 ハ人型 上池 株

「グ リセ リ ン」加 「ブ イ ヨ ソ」培 養 基 ノPHV結 核 菌 増 殖 トノ關 係(第2實 験)

(各試 験 管 ニハ20.0α α ノ「グ リセ リ ソ」加 「ブ イ ヨ ソjヲ 分 注 ス)

添 1%魎 酸2・乱

加斗鰹 醗

2.3 2.0 L8 1.6 1.2 0.8 0.5

Oj

c、o

0.2 0.4 0.8 1.2 1.6 2.0 2.5 30 3.5 4.0

PH 5.20 5.56 う.81

ニ
ー

6.09

7

6.27 6.53 6.74 6.79

=
一
十　
十十

6.80 7.03…7.23 7β7室7。40
-
一
一
一

7.54 7.70 7.95 8ほ5

τ

i827 8.76 9.37

一

結核

菌
婚
殖
度

培養當初 一 一 欄 一
二
十

一二

十

…
-1一 一 一

一
一
一
一
十二
±

一 一

一
一
}
一

一

4日 後 一 一 ± 十一
什

十 ±
{ ±

二
±

一 一 一

一
一
一
一

7日 後 一 一

一
一
一

一
一
醐
}
十

'十
粁
一
十十 什 十 ±

}
一 一

}
一

一
一
一

一
一
一
一
一
}
一

一
一

一

一10日 後 一 十 十十 柵 帯 柵皿
帯

柵 什 十 十 十二
十

一
一
一

一

20日 後 一 十 柵 帯 柵 柵 粁 十十 十 十?

一
一

一
一
…
一

(第3表)

註 實 験 日15/Vll1933PH測 定 時 温 度30℃

使 用結 核 菌 ノ・人型 上池 株

「グ リセ リ ソ」加 「ブGヨ ソ」培 養 基 ノPHト 結核 菌 増 殖 ト ノ關 係(第3實 験)

(各 試 験 管 二7・20.Oaaノ 「グ リセ リ ソ」カロ「ブ イ ヨ ソ」ヲ分 注 ス)

添
1%盛 酸

加評鰹 警

2。8こ α 2.5 2,212.0 1.8 1.5 1.2 1.0毒0。7 0.5

!}

0.2

0。1《エα 0β 0.5

}
0.7 1.0 1.5

PH 4.88 5.12 5,385.72
5
6.01 6.23 6.35 6.48 6.52

=

十

6.55

=

十

6.68 6.76 6.94 7.15 7.25

-

一
～
一

7.40

=

τ

7.48
_㎜
7.73

二 」.二

難
1度1

培養當初 一 一
一 一

一

一 一 一
二
十

十十

二
十一
朴

一 一 一 一 一

4,日 後 一 一 一 ±

}　

十 十}
十十

十 ± 一 一 に

7日 後 一 一 一 一 ± 十十 什 十十

柵

什 十 ± 一 』 一

10日 後 一 一 一 一 十 帯 惜 帯 帯 柵 惜 什 十 一 一
}
±

岬

一

一

20日 後 一 一 一 一 十 柵 帯 帯 柵 帯 柵 柵 昇 十 ± 一

註 實験 日14/V1934PH測 定時温度24℃

使用結核菌ハ人型上池株

右 ノ實験成績表 二於 ケル結核菌檜殖度 ノ判 定基

準 ハ左 ノ如 ク定 メタ リ。

(一〉 培養當初 菌移植時 ト何等異 ル所 ナ ク菌

ノ増殖 テ全 ク認 メザ ルモノ。

(±〉 移植浮游 セル菌苔 ガ培養 當初 ヨ リ幾分

檜大 セル感 アルモ ノ。

(+)浮 游 セル菌苔 ハ明 ラカニ増大 シ菌苔 ハ

「プィヨン」ノ表面積 ノ大約三分 ノー ラ

占 ムル モノ。

・(井〉 檜殖櫨散 セル菌苔 ハ「ブイ ヨン」ノ表面

積 ノ大約二分 ノー テ占 ムルモ ノ。

(辮)壇 殖著 シク縮緬駄 ラ 呈 セル菌苔 ハ 「ブ

イヨ ンj表面積 ノ全部 テ被覆 スルモ ノ。

右實験成績表 ノ示 スガ如 ク、結核菌 ノ檜殖ハ 「ブ

イヨン」ノPH6.2乃 至6、8二 於 テ最 モ旺盛 ナ

リ。 コノ範園 ヨリ盛基性側 二或ノ、酸 性側 二離 腕

スルニ從 ヒ、 ソ ノ檜殖度 モ滅弱 セ ラル ・モ ノ ・

如 ク、コノ檜殖曲線ハ既 二Dernbyu.N5slund

ノ設 キ シ所 ト全 ク相一致 セルテ知 レリ。
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第三章 結核菌増殖 二及ボス家兎血漿水素 「イオ ン」濃度 ノ影響昌就 テ

本實験 二於 テハ家兎血漿 二結核菌苔 テ俘游 移植

セ シメ、 ソノ血漿 ノ水素 「イオ ン」濃度 二慮 ズル

増殖度 ラ検 セ ントスルモ ノナ リ。

第 一 節 實 験 準 備 拉 二操 作

第二章 ノ實験 ト異 リ得 ラルベ キ血漿量 二限度 ア

レバ、使用 スベキ試験 管 ハロ径1.0前 後 ノ小型

ノモ ノテ揮 ピタリ.清 洗 スル事前記 ノ場合 ト異

ラズ。

完全 ナル無菌的操作 ノ下 二家 兎血液 テ心穿刺 二

依 リ可及的大量 ヲ探 取 ス。探 血 セル上ハ コ レニ

微 量 ノ修 酸加 里(血 液量 二封 シ0・02%内 外)ラ

添 加 シソノ凝固 ラ防止 ス。次 デ遠 心沈澱器 二依

リテ血 漿 テ分離 セ シム。得 タル血漿 ハ ソノ水素

「イオ ンJ濃 度 テ検 シタル上
、一時 ヱ レンマ イヱ

ル氏 「コルベ ン」二移 シ、次 イデ「ピペット」テ以 テ

少量宛 ノ1%盤 酸(5ζ ハ1%炭 酸 「ソー グ」液)テ

滴 下 シツ ・、ソノ都度水素 「イオ ン」濃度 テ検 ス。

而 シテ所期 ノ水素 「イオン」濃度 ラ得 レバ直 チニ

ソ ノ血漿 ノ1・0堂毛テ試験管 二分注 シ1i予ク事 トセ

リ。

斯 クノ如 ク シテー列 ノ試管験 テ得 タル上ヘ コ

レニ結核菌苔 テ移植 スル事 ハ第二章 二於 ケル ト

同一ナ リ,浮 游 移植 セ シメタル上 ハ封腫 テ以テ

密栓 シ夢厚卵器 内 二納 ム。

而 シテ本實験 二於 テ余 ハ健常家兎血漿 ノ他 二、

結核感染家兎 ノ血漿 テモ用 ピタリ。 コ レ結核菌

増殖阻 止物質 ト水素 「イオ ン」濃度 トノ關係 ラ合

セテ検討 セ ンガ爲 ナ リ。

第 二 節 實 験 成 績

試験管 内 二浮游 セシメ タル菌苔 ノ献 態ハ、艀卵

器 内二格納 スルニ先 キ立 チ描爲 記載 シ、 爾後藪

日ノ間隔 テ置 キテソ ノ檜殖 度 テ観察 シ左記 ノ成

績 テ得 タリ。

右 ハ健 常家兎 ノ血漿 ノ水素「イォン」濃度 テ種 々

慶化 セ シメ、 コレニ結核菌苔 テ浮游 セ シメ ソノ

壇殖度 テ検 シタルモ ノニ シテ、 第二 章 「プィヨ

ンJ二 於 ケル場合 ト大略結果 テー一ニス。實験 二供

家

兎

番

號

11

家

兎

番

號

12

家

兎

番

號

13

家
兎
番
號
E
9

(第4表)家 兎健常血漿ノPHト 結核菌

増殖 トノ關係

(各試験管ニハ2。Oa"宛 ノ家兎血漿 ヲ分注ス),

血 漿PH陣 7・72圃6・57 6.01 5.86
制4・ ・6

結
核
菌墳

殖
度

培養當初 一

二
=
τ
二

蝉

二
二
=7
-

t?

二
±一

土
督一
軽

二
土
什}
柵一
柵

二
十一
十一
什一
柵

鱒
一

二
二
鱒

τ

モ
τ
7
二

モ
ー

二

4日 後

7日 後

10日 後

モ20日 後

註 實験 日30/㎜1933PH測 定時温度30℃

(第5表)

血 漿PHI8・27 7・52レ ・・綱6・ 刎5・7・{5・4gi5・・8

1培養當初

三
一
一

二
±

±一
十

二
±一
十{
十}
骨

引 乙
=F:=F一
一 一
副 什

一1一

モ
ー

三
一
一

結
核
菌
壇
埴
度

4日 後
一

三
一

7

7日 後二
二
一

一

壬
一
一

10日 後

一
帯
.一

柵

一

一世 匿
柵1+20日 後

註 實験 日301VIII1933PH測 定 時 温 度30。C

'(第6表)

血 漿 ㎞i8・3817・6617・ ・66・8316坤 ・・815締 砺

結核

菌
増

度

培養當初二
二
二
二
一

一一 一
二
十一
十十一
帯一
帯

二停 三
一

三
一
一

一

二

=一

二

=

4日 後 二
τ
一
±一
十

}

二

十 〃一
朴一
朴

十…
什一
柵一
柵

十一
什一
柵一
柵

7日 後

10日 後
一

20日 後

註 實験 日311V皿1933PH測 定時温度30。C

(第7表)

血 漿 瑚8坤 ・8317・35;6・7716・4・16・・815姉 澗

結
核
菌
壇

度

培養當初 一

一
一
一
一
一
一
一

ニ
ー
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
十
二
十一
什

一

十一
什}
帯一
帯

二
十一
督一
柵一
柵

一
一
十
二
十

一
一
一
一

± 、

二
一
一
一

4日 後

7日 後
一
10日 後 粁一

柵

十ニ

ー十
二
一20日 後

註 實験日11V皿1934PH測 定時温度30。C

スベ キ家 兎血漿 量 バー定 ノ限度 アレバ「ブイヨ

ンJノ場 合 ノ如 ク水素 「イオン」濃度 ヲ多敷所謂

「小刻 勤 二憂化 セシメテ、結核 菌 ノ壇殖 テ観察

シ得 ザルハ遺憾 ナ リ。 サ レ ド撒 同 ノ實験成績 テ

総合的 二観察 スル時ハ、大盟 二於 テ好適水素「イ

オ ンJ濃度 ノ範園 ヲ推噺 シ得 ベ シ。檜殖度ハ4日
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7日10日20日 ノ4回 二亙 リデ観察 セ シ所 ナル

モ、余 ノ實験 二依 レバ壇殖 ノ進行 スルハ主 トシ

テ10日 迄 ニ シテ、10日 以後 二於 テハ 日数 ノ経

過 二比 シテ檜殖 ハ比較的逸行 セズ。即 チコノ無

限二増殖 ノ進行 セザ ル原 因 ハ種 々 アラ ンモー ハ

檜殖 セル菌 ノ質量 ト、増 殖 二必要 ナル榮養元 タ

ル血漿成分 トガ李衡 伏態 二達 シ、増殖 ノ進展 ガ

照害 セラル ・揚合 モ アルベ シ.

次 二結核感染家兎 ノ血 漿 二就 キ ソノ水素 「イオ

ン」濃度 テ種 々二攣化 セ シメ結核 菌 ノ培養 テ行

ヒタリ。 ソノ成績左 ノ如 シ。

家
兎
番
號

A
26

(第11表)

家

兎
番
號

B
33

血 漿PHI8.・fl217・8・ …7・・616・・?gle)・・75・8・1・)・2;

結職 勘
核4日 後

駈 日後
10日 後

度20日 後

壬

三

二
子
壬

三

そ

二

一
三

葺一

≡

二一

壬

三
三三モ

一、
=三モ

一

註 家 兎B.31.B.33ハ 何 レモ結核 菌 上池 株

ノ1mg.ヲ 大 腿 皮 下 二 注 射 シ5週 日 ヲ経

過 セ ル モ ノ

實験 日12/1×1933PH測 定 時温 度28℃

(第12表)

(第8表)結 核感染家兎血漿 ノPHト 結核

菌塘殖 トノ關係

(各試験管二・・2.Occ・宛 ノ家兎血漿 ヲ分注ス)

血 漿P司

結
核
菌
塘
殖
度

培養當初

互 日 後

7日 後

10日 後
榔

20日 後

血 漿P・IS・24i7・5・17…16…16・ ・515・2・ト98

一

二
三

一{-i-一

家

兎

十
二
十

一十

一朴

(第9表)

±

±

血 漿PHI8・2・17聯956・271ろ ・93ise・gl4,・sg

番

號

血 漿PHi8・ ・218・・3;7・6417・257・ ・6}6・82i6・66i6・2716・ ・9

結
核菌

増
殖
度

培養富初

二
二
ニ
ー

_i

ニ

モ
ー

二_}一 二1二 三
=

ニ
ー

τ

二
一
一4日 後 麟 一 一

一

7日 後 二 一 鮪_i_ 一

10日 後

ヨ三

一
一
一 一i-一

二

±一
±

±
一 一 畠

十

±

±

一
一

20日 後

一

_注7 一

註 家 兎23ハ 結 核 菌 上 池 株 ヲ1mg.ヲ 大腿 皮

下 二注 射 シ1ケ 月 ヲ経 過 セ ルモ ノ

實験 日1/Vll1934PH測 定 時 温 度30。C

家
兎
番
號
A
卿

培養當初 一

4日 後 一

菌、7日 後
壇

一

一

後

後

口
H

日

O

A
V

1

0
細

殖

度

_1_
　ミ　

二L二
の_i_の 欄i-
__」_

-i一

註 家 兎A.26.A.27・ ・何 レモ結 核 菌 上池 株

ノ1/5mg.ヲ 皮 下 二注 射 シ5週 日 ヲ輕 過 セ

ル モ ノナ リ,

實 験 日31/V皿1933PH測 定 時 温 度30℃

家
兎
番
號

B
31

(第10表)結 核感染家兎血漿 ノPHト 結

核菌墳殖 トノ關係

後
至

後
履

口
μ

賞
口

B

日

4

7

10

20

核
菌
増
殖
度

血 漿PHi8・25!7・6・i7・ ・416・・,Lgl6・・gl5・9315・3

培養 罵 三 三 ご ニ ー{一 一

=1=二i二

三諺

既 二第一篇 二於 テ記述 セ シ如 ク、生罷(人 、家 兎

海猿)ハ 結核 ノ感染 ヲ受 ケタル事 二依 リテ ソノ

血液 内 二結核菌 ノ檜殖 テ阻止 スベキ物質 ノ生 ズ

ルモ ノナ リ。(A.E.Wright,佐 藤 、G.Meiss-

ner,伊 藤 、今村及 ビ澁川)第8及 ビ9表 ノ家兎

ハ ソノ大腿皮下 二1/51蓬 ヲ、第10及 ビ11表 ノ

家 兎 ハソノ大腿部皮 下 二1・0彪 ノ結核菌 ノ注射

ラ受 ケ、爾後各5週 間 ラ経過 セルモ ノナ リ。斯

カル結核感染家 兎 ノ血漿 二就 キ結核菌 ノ培養 テ

試 ミタル ー・:・`、ソノ水素 「4オ ン」濃度 ノ如何 二關

セズー般 二増殖 ハ頗 ル不良 ナ リ。 サ レ ド第8表

ノ家兎A26號 ニ テハ 結核層殖 ノ好適圏 内ナル

PH6・31(及 ビ6.1・5)二 於 テ輕度 二 檜殖 セルテ

認 メタ リ。更 二第10表 ノ家 兎B31號 ノ實験 二

於 テモPH6・49二 於 テ檜殖 セル ノ感 テ抱 カ シ

メ タリ、 コ レ等 ノ黙 ヨリ見 レバ家 兎 ガ結核感染

二依 リテ獲得 シタル血液 ノ結核 菌増殖阻 止作用

ハ、水素 「イオン」濃度 ノ關係 テモ超越 スルガ如

キ縄封 的張力 ノ揚合 バ ニハ非 ラザル ガ如 シ。

郎 チ等 シキ結核 ノ感染 テ受 ケ タリ ト難 モソ ノ結
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核菌増殖阻 止物質 ノ産生 ハ各動物個 々二依 リテ

甲乙 アルベ ク、 ソノ産生 ノ質 的量的 二最 モ旺盛

ナ リシモ ノハ即 チ第9表 ノA27號 第11表 ノB

33號 ノ場合 ナ リト観 ルベキナ ランカ。

要 之結核菌檜殖 阻止作用 テ有 スル結核 感染家 兎

ノ血漿 二於 テ、 ソノ水素 「イオ ン」濃度 テ菌 ノ檜

殖 二好適 ナ ラシムル際 ハ、時 二結核菌 ノ檜殖 ヲ

來 ス場合 ア リ。叉血漿 ノ水素 「イオンJ濃 度 ラ好

適 ナラシムルモ増殖 ヲ來 サ ・"ル場合 アレバ、畢

寛 血液 内 二於 ケル結核菌増殖 テ左右 スル要素 ト

シテハ血液 内結核 菌増 殖醗 止作用物質 テ第一義

トシ、水 素「イオン」濃度 ヲ第二義 トスベキモ ノ

ナラ ンカ。術 コノ黙 ハ他 ノ方面 ヨリ將來研 究ス

ベ キ所 ナルベ シ。
霧

第四章 総括考秦虹昌結論

(1厩 二多撒 ノ先輩 二依 リテ究明 セラレタル如

ク、余 モ亦 「グ リセ リン」加 「ブイ ヨン」培養基 ニ

テ人型結核菌上池株 ノ檜殖好適水素 「イオ ン」濃

度 テ求 メタルニ、PHニ テ6・2乃 至6.8ノ 範 園

ニ コレノ存 スル ラ知 レリ。斯 カル反癒 ノ範園 二

於 テ増殖 ノ好適 ナル理 由 ノ本態 二關 シテハ、今

俄 カニコ レテ解決 シ得 ザル所 ナ リトス.

(2>}E二5〈 余ハ家 兎血漿 ノ水 素「イ オン」濃度 テ

種 々攣 化 セ シメ結核菌檜殖 二封 スル好適圏 テ検

索 セ リ。而 シテ結核菌増殖 ノ阻 止作用 テ有 セザ

ル健 常家 兎血漿 二於 テハ前項 「ブイ ヨンJノ 揚合

ト同 ジク好適 水素 ザイオン」濃度 ノ範園 ノ存 スル ー

テ知 レリ、 サ レド結核感染家 兎血漿 二依 ル實験

二於 テへ 結核 菌 ノ増殖 二好適 ナルガ如 ク血漿

ノ反磨 テ補 正 スルモ、爾 且 ツ菌 ノ檜殖 ハ不良 ナ

リ。斯 カル實験例 ノ内3例 二於 テハ微弱 ナガ ラ

好適圏 ニテ増殖 セルモ ノアリシモ、他 ノ2例 二

於 テハ全 ク檜殖 セザ リキ。余 ハ右 ノ事實 テ以 テ

動物個 々二於 ケル血液 内結核菌檜殖匪1止作用 ノ

褒現 ニハ強弱遅速 アルベ キテ思 フ ト共 二、更 二

血液 内二於 ケル菌檜 殖阻止現象 二封 シ、血液 内

甑存 ノ増殖 阻止物質 テ第一義 トシ、 「メヂウムj

ノ水素 「イオ ン膿 度 テ第二義 トスベ キラ推断 ス

ルモ ノナ リ。

以 上余 ノ實験 ニテ 諒知 セ ラル ・如 ク、 結核菌

自禮 ハ 齢 ク トモ ソ ノ」曾殖 スルニ際 シソノ「メヂ

ウムJガ 弱酸 性(PH6.2乃 至6.8附 近 〉タル テ以

テ好適 トナスベ シ。吾人 生膣 内 二侵 入 セル結核

菌 ト難 モ、弱酸性 ノ「メヂ ウム」テ以 テ好適 トナ

スベキハ蓋 シ想像 スルニ難 カ ラザ ルベ シ。結核 .

菌 ノ存在 セル局所 二於 テ 所謂結核病攣 ハ 進展

シ、其塵 二結核 特異 ノ炎衝機轄 ノ螢 マル ・ハ周

知 ノ所 ナルモ、Schadeu.Claussen二 依 レバ

コノ炎衝部位 ノ水素 「イオンJ濃 度 ノ曾加ハ結核

菌 自禮 二封 シ既 二好條件 タル テ以 テ、結核病憂

ハ更 ニ ソノ進展 二拍車 ラ掛 ケラル ・モ ノ ト解 セ

リ。

サ レ ド結核 ノ炎衝 ハ慢性 ニ シテ他 ノ急姓炎衝 二

於 ケルガ如 ク、水 素 「イオン」濃度 ノ増加 モ高度

ナ ラザ ルハ既 二Schade等 モ測示 セ ル所 ニ シ

テ、更 二場合 二依 リテハ中性 テ越 エテ盤基性 テ

示 ス場 合 アル テモ報告 セラル。 コレ結核菌 二封

スル生{鐙側 ノ防衛機轄 ト見ルベ キカ。思 フニ結

核病憂 ノ進展 ハ、培養 二於 ケルガ如 キ輩 ナル結

核菌 ノ檜殖 ナル状態 ニハ非 ラザルテ以 テ、 コレ

ニ封 スル生禮側 ノ諸種状勢 テモ考慮 ノ要 ア リ。

コノ製iGazau.Brandガ 急 性 炎衝 ニハ「アル

カロー ゼ」慢性炎衝 ニハ 「アチ ドーゼ」ガ有利 ナ

リ ト論 キシ所 テー磨 ハ顧慮 スベ キナ リ。

サ レ ド余 ノ第二篇 ノ實験 二依 レバ結核 ノ進展 シ

ツ ・アル海狸 二、更 二rア チ ドPtぜ 」テ惹起 セシ

ムル時 ハ結核病攣 ノ壇悪 テ來 ス。 ソノ理由 ノー

ハ右Schadeu.Claussenノ 述 ベ タル如 ク、属

所 ノ炎衝 二依 ル水素rイ オ ン」濃度 ノ壇加 ガ「ア

チ ドー ぜ」二依 リテ壇強 セラ レ、結核菌 テシテソ/

ノ増殖 テ好適 ナ ラシメタル所 ア ランカ。

要之結核菌 自禮 ハ弱酸姓 ノrメ ヂウム」即 チPH

6。2乃 至6.8ノ 間 二於 テ ソノ檜殖 ハ旺盛 ナ レベ

臨 沐的 ニ モ 實験 的 ニモ結核 菌 ノ存在 セノレ病箭

ノ反庶 ハ恒 ニコ ノ見地 ヨリー慮顧慮 スル ノ要 ア
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ルベ シ。結核菌 ノ増殖阻止作用 テ有 スル血漿 ニ

ァリテモ、 ソノ反應 ラ弱 酸性 ニ スル時 ハ輕度 ナ

ガ ラモ結核菌 ノ増殖 スル場合 アレバ コノ貼 注意

テ要 ス。

結 論

(1)「 グ リセ リン」加 「ブイヨン」ノ水素 「イオンJ

濃 度テ盤酸 又ハ炭酸 「ソー ダ」ノ添 加 二依 テ種 々

憂動 セシメ、 人型結核 菌(上 池株)ノ 檜殖度 ラ検

スルニP践6・2乃 至6.8ノ 範 園 二於 テ檜殖 ハ旺

盛 ナリ。

(2)家 兎血奨 二就 キテ種 々 ソノ水素 ドイオ ン」濃

度 ヲ憂動 セ シメテ壇殖度 テ検 スルニ、コレ亦PH

6、2乃 至6・8ノ 範園 二於 テ増殖 ハ旺盛 ナ リ。

(3)結 核 菌増殖阻止作 用 テ有 スル結核感染家兎

血漿 二就 キテ結核菌 ノ増殖 度 ヲ窺 フニ、血漿 ノ

水素 隔 オン」濃度 ヲ菌増殖 二好適 ナ ラシムルモ

結核菌 ノ増殖 ハ概 ネ不良 ナ リ.(以 上)
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